
- 1 - 

 

日看大協第 55 号 

平成 24 年 3 月 12 日 

一般社団法人日本看護系大学協議会 

会員校各位 

 

一般社団法人 日本看護系大学協議会 

代表理事 野嶋 佐由美 

専門看護師教育課程認定委員会委員長 田中 美恵子 

 

お知らせ：「老人看護専攻教育課程」の名称変更について 

 

謹啓 早春の候、皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。日頃より、本会の活動に

多大なるご支援・ご協力を賜り感謝申し上げます。 

さて、このたび、専門看護師教育課程認定委員会の議を経て、平成 24 年 1 月 22 日の理事会で

の承認を受け、平成 24 年度より、日本看護系大学協議会専門看護師教育課程の「老人看護専攻教

育課程」を「老年看護専攻教育課程」と名称変更することになりましたので、お知らせ申し上げ

ます。名称変更の根拠は以下にお示しした通りです。ご一読賜れば幸いです。 

なお、これまで通り、各大学の教育課程名称は、各大学の裁量で決めることになっております

ので、これにより、老人看護専攻教育課程の認定を受けている大学におかれましては、名称変更

などの手続き・届け出は一切不要でございますので、併せてご承知おきくださいますようお願い

申し上げます。 

今後とも本会の活動にご支援賜りますよう、お願い申し上げます。          謹白 

 

                        

「老人看護専攻教育課程」から「老年看護専攻教育課程」への名称変更の根拠 
   

1.「老人」と「老年」という言葉の学問、学際性  

①「老年学 gerontology」の方が、「老人医学 geriatric medicine、または老人病学 geriatrics」

という言葉よりも、より広く加齢変化に関わる諸問題を学際的に幅広く扱う学問であること。 

（広辞苑には老年学 gerontology は、「老年についての科学的研究であり.老年医学・老年社会科学

などを総称して加齢変化に関わる諸問題を探究する学問分野」と定義されている。） 

②The OXFORD COMPANION TO MEDUCUNE 1986 によると、geriatric medicine が老人医

学（geriatrics 老人病学）とされ、「精神的、経済的、歴史的、生理学的因子を含む幅広い見地

から高齢化の側面を見る老年学（高齢者研究）のサブフィールドである」と定義されている。

これにより、国際的見地からも「老年」の表現が適切であると言えること。 
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③社会の変化により「老人」という言葉には否定的な意味合いをもつ風潮も見られるようになり、

「老人」という言葉より、中立的な表現である「老年」が用いられる様になったこと。 

④現在、日本老年学会の中には老年医学会、老年社会科学学会、日本基礎老化学会，日本老年歯

科医学会，日本老年精神医学会，日本ケアマネジメント学会，日本老年看護学会が加盟して、

老年学の探究に学際的に取り組んでいること。 

 

2.看護基礎教育カリキュラムで使用されている「老年看護学」 

①平成元年（1989 年）に成人看護学の中に含まれていた老人の看護が独立して「老人看護学」と

しての科目立が行われ、さらに平成 8 年（1996 年）の第 3 次改正では、教育内容の充実が行わ

れて、平成 9 年（1997 年）に新たに「在宅看護論」「精神看護学」が設けられたとともに、「老

人看護学」は「老年看護学」と名称が変更され、この年以降、国家試験出題基準が老年看護に

改められたこと。 

②平成 8 年の第 3 次改正の「看護職員の養成に関するカリキュラム改善検討委員会」において老

人看護学の名称について議論され、法文上は「老人」という言葉を用いている場合が多いが、

学問上は「老年」という言葉を用いている傾向があることや、高齢者とすると発達段階で区分

している他の領域の看護学となじまないため「老年看護学」とするとの結論に至ったこと（看

護六法 ｐ1235）こと。 

＊なお、日本看護協会の「専門看護師」規定の発足は、平成 7 年（1995 年）11 月であり、老

年看護学と名称が変更される以前に規定されたものである。 

 

3. 各看護系大学の老年看護学に関する名称使用状況 

①日本看護系大学協議会加盟 200 大学のうち「老人看護学」は 7 校のみであり、149 校が「老年

看護学」あるいは「老年看護」などの名称を用いている現状にあること。 

＊なお、日本看護協会の「専門看護師」規定の発足は、平成 7 年（1995 年）11 月であり、老

年看護学と名称が変更される以前に規定されたものである。 

                                         以上 


